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平成２９年度外部評価

福祉部福祉施策課

包括的支援事業
（生活支援体制整備）

１ 事業概要（Ａ票）

包括的支援事業（生活支援体制整備）

・事業開始 平成２７年度～

・背景・経緯

介護保険制度改正（平成２６年）に伴い実施される
新しい総合事業に向け、地域の支え合いにより、様々
な生活支援サービスが適切に提供できるような地域の
体制を整備するために事業を開始

◆事業の名称

◆事業の開始の背景、経緯等

１
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２

【財源構成】

国 25%

都道府県
12.5%

市町村
12.5%

1号保険料
22%

2号保険料
28%

【財源構成】

国 39%

都道府県
19.5%

市町村
19.5%

1号保険料
22%

介護予防給付
（要支援1～２）

介護予防事業
○ 二次予防事業
○ 一次予防事業（一般高齢者）

（※その他、一般会計から
ﾜﾝｺｲﾝｻｰﾋﾞｽ等を移行）

包括的支援事業

○地域包括支援センターの運営

・介護予防ケアマネジメント、総合相談支援
業務、権利擁護業務、ケアマネジメント支援

任意事業
○ 介護給付費適正化事業
○ 家族介護支援事業
○ その他の事業

介護予防・日常生活支援総合事業

包括的支援事業

○ 地域包括支援センターの運営地域包括支援センターの運営地域包括支援センターの運営地域包括支援センターの運営
（左記に加え、地域ケア会議の充実地域ケア会議の充実地域ケア会議の充実地域ケア会議の充実）

○ 在宅医療・介護連携の推進在宅医療・介護連携の推進在宅医療・介護連携の推進在宅医療・介護連携の推進
（連携センターの設置等）

○ 認知症施策の推進認知症施策の推進認知症施策の推進認知症施策の推進
（認知症初期集中支援チーム等）

○ 生活支援体制整備生活支援体制整備生活支援体制整備生活支援体制整備

介護予防給付（要支援1～２）

充
実

現行と同様

総合事業に
移行

訪問看護、福祉用具等

訪問介護、通所介護訪問介護、通所介護訪問介護、通所介護訪問介護、通所介護

任意事業
○ 介護給付費適正化事業
○ 家族介護支援事業
○ その他の事業（食の自立支援事業等）

地
域
支
援
事
業

（市
町
村
が
実
施
）

上
限

（基

前
年
額
×75

歳
伸
び
率
）

介護給付 （要介護1～５） 介護給付（要介護1～５）

＜現行＞ ＜移行後（総合事業H29.３から実施＞介護保険制度

長久手市の地域支援事業の推進体系長久手市の地域支援事業の推進体系長久手市の地域支援事業の推進体系長久手市の地域支援事業の推進体系

上
限
額

（基

基
準
額
×6

5

歳
人
口
）

上
限
な
し

現行相当 訪問介護、通所介護現行相当 訪問介護、通所介護現行相当 訪問介護、通所介護現行相当 訪問介護、通所介護（第一号事業）（第一号事業）（第一号事業）（第一号事業）

地域いきいき事業地域いきいき事業地域いきいき事業地域いきいき事業（一般介護予防事業）（一般介護予防事業）（一般介護予防事業）（一般介護予防事業）

・地域介護予防活動の支援（講師派遣等）
・市民協働による介護予防教室の実施
・支え合いの生活支援拡大（ﾜﾝｺｲﾝｻｰﾋﾞｽ改善）

H30.4までに全市町村が実施

３
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２ 事業の実施体制（Ａ票）

福祉部福祉施策課 ４人

福祉部次長兼課長 １人

課長補佐 １人

福祉施策係長 １人

主事 １人

【委託】

①生活支援コーディネーター ２人

②生活支援体制整備アドバイザー １人

◆組織体制、人員

４

３ 事業目的等（Ａ票）

生活支援コーディネーターを配置し、地域に不
足する生活支援サービス等の創出や、協議体など
を通じて関係者間のネットワークを構築し、多様
な地域資源を活用しながら生活支援・介護予防に
かかるサービスの基盤整備を行う。

市民

◆事業内容（どのような事業なのか）

◆事業対象（誰、何を対象にしているか）

５
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２ 事業の実施体制（Ａ票）

福祉部福祉施策課 ４人

福祉部次長兼課長 １人

課長補佐 １人

福祉施策係長 １人

主事 １人

【委託】

①生活支援コーディネーター ２人

②生活支援体制整備アドバイザー １人

◆組織体制、人員

６

３ 事業目的等（Ａ票）

市民主体の地域の支え合い体制づくりにより、介
護や生活支援が必要になっても、住み慣れた地域
で安心して暮らすことができる。

包括的支援事業（生活支援体制整備事業）

◆事業意図（対象をどのような状態にしたいか）

◆事業を構成する事務事業（Ｂ票）

①

７
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４ 事務事業の目的・活動状況【事務事業①】
（Ｂ票）

包括的支援事業（生活支援体制整備事業）

・生活支援コーディネータ－を設置し、生活支援サポーターの養成や地域に・生活支援コーディネータ－を設置し、生活支援サポーターの養成や地域に・生活支援コーディネータ－を設置し、生活支援サポーターの養成や地域に・生活支援コーディネータ－を設置し、生活支援サポーターの養成や地域に
不足するサービスの創出、関係者間のネットワークの構築等を実施すること不足するサービスの創出、関係者間のネットワークの構築等を実施すること不足するサービスの創出、関係者間のネットワークの構築等を実施すること不足するサービスの創出、関係者間のネットワークの構築等を実施すること
で、市民主体の地域の支え合い体制づくりを推進する。で、市民主体の地域の支え合い体制づくりを推進する。で、市民主体の地域の支え合い体制づくりを推進する。で、市民主体の地域の支え合い体制づくりを推進する。

・生活支援体制整備の導入に向け、全国的な動向を踏まえた職員・事業者向・生活支援体制整備の導入に向け、全国的な動向を踏まえた職員・事業者向・生活支援体制整備の導入に向け、全国的な動向を踏まえた職員・事業者向・生活支援体制整備の導入に向け、全国的な動向を踏まえた職員・事業者向
け勉強会の開催、協議体設置に向けた意見交換会をにおける講演、関連事業け勉強会の開催、協議体設置に向けた意見交換会をにおける講演、関連事業け勉強会の開催、協議体設置に向けた意見交換会をにおける講演、関連事業け勉強会の開催、協議体設置に向けた意見交換会をにおける講演、関連事業
の洗い出し（ヒアリング）などについて助言・提案を得るため、アドバイの洗い出し（ヒアリング）などについて助言・提案を得るため、アドバイの洗い出し（ヒアリング）などについて助言・提案を得るため、アドバイの洗い出し（ヒアリング）などについて助言・提案を得るため、アドバイ
ザーを設置。ザーを設置。ザーを設置。ザーを設置。

 生活支援サポーターの養成 ４８人

 関係課・機関へのヒアリング ２８課（等）

 協議体設置に向けた勉強会 ３回

◆目的（対象・手段、意図）

◆事業を構成する事務事業

◆事務事業の活動状況

８

担い手となる人材を市民の中から育成することを目的として、「生活支援サポーター」
の養成を実施。

これまでに、計５回の養成研修会を実
施し、48人の生活支援サポーターが
誕生。

このほか、生活支援サポーターに対する
フォローアップ研修を実施。

今後の課題

・担い手（受講者）の確保
・生活支援サポーターの活動機会の確保
・サポーターの在り方（担い手から地域リーダーへ）

年度 回数 開催月 修了者数年度 回数 開催月 修了者数年度 回数 開催月 修了者数年度 回数 開催月 修了者数

H27H27H27H27 ３３３３回 7月回 7月回 7月回 7月・11・11・11・11月月月月・・・・
2月2月2月2月

３２３２３２３２名名名名

H28H28H28H28 ２２２２回 7月回 7月回 7月回 7月・11・11・11・11月月月月 １６１６１６１６名名名名

計計計計 ５５５５回回回回 ４８４８４８４８名名名名

開催時期 内容 参加者開催時期 内容 参加者開催時期 内容 参加者開催時期 内容 参加者

H28.11H28.11H28.11H28.11 終活講座終活講座終活講座終活講座（（（（エンディングエンディングエンディングエンディング
ノートのノートのノートのノートの書書書書きききき方方方方））））

１８１８１８１８名名名名

H29.2H29.2H29.2H29.2 消防消防消防消防によるによるによるによる応急手当講習応急手当講習応急手当講習応急手当講習 ２７２７２７２７名名名名

H29.3H29.3H29.3H29.3 先進地視察先進地視察先進地視察先進地視察 ２１２１２１２１名名名名

９
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訪問マナー
介護の基礎知識

（車いす、杖の体験）

訪問についてのQ＆A（グループワーク）
修了式・サポーター登録

実習
みんなで考えたゲームなど
で利用者と交流

10

日時 内容

1
11月11月11月11月２１２１２１２１日日日日（（（（月月月月））））
１０１０１０１０：：：：００００００００～～～～１２１２１２１２：：：：００００００００

・介護保険制度
・生活支援サポーター

2
１１１１１１１１月月月月２１２１２１２１日日日日（（（（月月月月））））
１３１３１３１３：：：：００００００００～～～～１５１５１５１５：：：：００００００００

・高齢者の病気
・緊急時対応

3
１１１１１１１１月月月月２２２２２２２２日日日日（（（（火火火火））））
１０１０１０１０：：：：００００００００～～～～１２１２１２１２：：：：００００００００

・訪問マナー
・介護の基礎知識

4
１１１１１１１１月月月月２２２２２２２２日日日日（（（（火火火火））））
１３１３１３１３：：：：００００００００～～～～１５１５１５１５：：：：００００００００

・訪問Q＆A（グループワーク）
・修了式

5 １１１１１１１１月月月月２６２６２６２６日日日日（（（（土土土土）））） ・実習 （市内のデイサービス）

社会福祉協議社会福祉協議社会福祉協議社会福祉協議
会会会会

・サロン

地域包括支援地域包括支援地域包括支援地域包括支援
センターセンターセンターセンター

・行こ居こマップ

都市計画課都市計画課都市計画課都市計画課

たつせがあるたつせがあるたつせがあるたつせがある課課課課
・地域共生ステーショ
ン

健康推進課健康推進課健康推進課健康推進課
・一次介護予防教室

シルバーシルバーシルバーシルバー人材人材人材人材セセセセ
ンターンターンターンター

横断的横断的横断的横断的
なななな取取取取りりりり
組組組組みみみみ

・各種マップの電子化、データベース化による居場所、人材の情報共有
・公共施設（集会所、地域共生ステーション等）における優先使用の検討
　⇒健康体操、会食会など介護予防に資する定期的な活動の支援
・厨房設備の標準化（地域防災も視野に）
・通いの場への送迎
　⇒社会福祉法人がもつ車両を活用（法人の社会貢献の一環）

生活支援 生活支援 生活支援 生活支援 WGWGWGWG 食事 食事 食事 食事 WGWGWGWG 移動支援 移動支援 移動支援 移動支援 WGWGWGWG 介護予防介護予防介護予防介護予防WGWGWGWG 通通通通いのいのいのいの場場場場WGWGWGWG（（（（居場所居場所居場所居場所））））

拠点拠点拠点拠点

社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人

・車両の貸与
→通いの場とのタイ
アップ
→助け合いによる買い
物支援への派生も？

シルバーシルバーシルバーシルバー人材人材人材人材
センターセンターセンターセンター

・生きがいセンター
→庭木の剪定等専門的
な家事援助サービスの
提供拠点として

安心安全課安心安全課安心安全課安心安全課

・Ｎバス

社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人

・施設の空きスペース
＋車両

社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人

・施設の空きスペース
　＋車両

社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人
・施設の空きスペース
＋車両

産業課産業課産業課産業課

・空き家利用拠点づく
り事業
・農福連携
→高齢者の活躍の場

介護予防介護予防介護予防介護予防・・・・日常生活支援総合事業日常生活支援総合事業日常生活支援総合事業日常生活支援総合事業でででで対応対応対応対応がががが必要必要必要必要とされるニーズとされるニーズとされるニーズとされるニーズ

　・空き家情報の提供

長寿課長寿課長寿課長寿課

・カフェバンバン
→ワンコインサービス
の提供拠点として

長寿課長寿課長寿課長寿課

・福祉の家
・カフェバンバン

長寿課長寿課長寿課長寿課

・福祉の家 機能訓練室
→通所型Ａ（機能訓練
特化型）の拠点に 長寿課長寿課長寿課長寿課

・福祉の家

・プラザ憩
・おふくろの味処 たつせがあるたつせがあるたつせがあるたつせがある

課課課課

・地域共生ステーショ
ン

地域包括支援地域包括支援地域包括支援地域包括支援
センターセンターセンターセンター

・（杜）古民家
→多世代交流の場

シルバーシルバーシルバーシルバー人材人材人材人材
センターセンターセンターセンター

・プラザ憩
・おふくろの味処

生活支援体制整備を円滑に進めるためには、庁内関係課及び事業者の協力が不可欠で
あることから、アドバイザーの協力を得て、
①各課、事業者に対するヒアリングを行い、関連しそうな事業の洗い出し
②同時に、生活支援体制整備事業についての理解を深めてもらうための勉強会
を実施。

①ヒアリング結果

11
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福祉施策課福祉施策課福祉施策課福祉施策課

福祉施策課福祉施策課福祉施策課福祉施策課　　　　　　 ・支え合いマップ　⇒支援が必要な人・提供できる人の見える化

たつせがあるたつせがあるたつせがあるたつせがある課課課課　　　　・協働まちづくり助成事業　・大学連携

子育子育子育子育てててて支援課支援課支援課支援課　　　　　　　　・保育園おたすけたい　・ファミリーサポート事業 ⇒援助会員への情報提供、福祉リーダー養成プログラムとの一部共有化

社会福祉協議会社会福祉協議会社会福祉協議会社会福祉協議会　　　　・見守りサポーター(初級・中級・上級)　・各種ボランティア支援　・サロン、シニアクラブへの情報提供

横断的横断的横断的横断的
なななな取取取取りりりり
組組組組みみみみ

・福祉リーダー養成研修の実施
　⇒統一的な研修プログラム ＋ 課をまたいだ活動の場を集約して提供
　⇒例)見守りサポーター、生活支援サポーター、いきいきエルダー塾、ボラ活、高齢者生涯学習講座、住民起業支援塾、ファミリサポートなど
・ポイント制度の適用範囲の洗い出し
　⇒例)子育て支援課：保育園おたすけたい…元気高齢者が活躍
・自主的な集いの場への職員派遣（体操の指導等）
・あいさつ運動や防犯パトロールとの人材連携
　⇒例)わんわんパトロールなど、全員参加のまちづくりへ
・拠点や人材をデータベース化した“人財バンク”の作成
・『広報ながくて』『ながくてスタイル』『雑誌人おこし』等の情報誌を活用した広報・周知
・地域担当職員を通じた地域リーダー層への情報伝達

シルバーシルバーシルバーシルバー人材人材人材人材
センターセンターセンターセンター

・農業班(農作業～販売)

社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人

・(杜)きねづかシェアリ
ング
・(千寿会)
介護予防運動指導員
→体操プログラム補助

みどりのみどりのみどりのみどりの推進推進推進推進
課課課課

・平成こども塾サポー
ト隊

人材人材人材人材
育成育成育成育成
・・・・

発掘発掘発掘発掘

・食の自立支援事業
→会食会補助要綱作成
へ

福祉施策課福祉施策課福祉施策課福祉施策課
・地域スマイルポイン
ト 生涯学習課生涯学習課生涯学習課生涯学習課

・いきいきエルダー塾
→OB・OGへの情報提
供

生涯学習課生涯学習課生涯学習課生涯学習課
・いきいきエルダー
　塾OB・OG

シルバーシルバーシルバーシルバー人材人材人材人材セセセセ
ンターンターンターンター

・おふくろの味処の担
い手

地域包括支援地域包括支援地域包括支援地域包括支援
センターセンターセンターセンター

・介護予防教室OB・
OG
→自主的な集いへ徐々
に移行

・地域スマイルポイン
ト
・支え合いマップ

生涯学習課生涯学習課生涯学習課生涯学習課 ・いきいきエルダー塾

・カフェバンバン
→ボランティア体験
・生涯学習講座
・各種介護予防事業
・保健師
→体操等プログラム補
助シルバーシルバーシルバーシルバー人材人材人材人材

センターセンターセンターセンター

・家事援助サービス
(掃除・買い物)、草刈
り、庭木の剪定

健康推進課健康推進課健康推進課健康推進課
・まちの保健師
→体操等プログラム補
助

健康推進課健康推進課健康推進課健康推進課
・食生活改善推進員

保険医療課保険医療課保険医療課保険医療課

・健康教室
→自主的な集いへ徐々
に移行

健康推進課健康推進課健康推進課健康推進課

・まちの保健師
→体操等プログラム補
助

福祉施策課福祉施策課福祉施策課福祉施策課

・地域スマイルポイン
ト

福祉課福祉課福祉課福祉課

・運転講習会

長寿課長寿課長寿課長寿課

・介護予防教室
・保健師

長寿課長寿課長寿課長寿課

長寿課長寿課長寿課長寿課

・生活支援サポーター
養成研修

長寿課長寿課長寿課長寿課

介護予防介護予防介護予防介護予防・・・・日常生活支援総合事業日常生活支援総合事業日常生活支援総合事業日常生活支援総合事業でででで対応対応対応対応がががが必要必要必要必要とされるニーズとされるニーズとされるニーズとされるニーズ

生活支援 生活支援 生活支援 生活支援 WGWGWGWG 食事 食事 食事 食事 WGWGWGWG 移動支援 移動支援 移動支援 移動支援 WGWGWGWG 介護予防介護予防介護予防介護予防WGWGWGWG 通通通通いのいのいのいの場場場場WGWGWGWG（（（（居場所居場所居場所居場所））））

12

開催月 内 容 参加者開催月 内 容 参加者開催月 内 容 参加者開催月 内 容 参加者

第１回 ８月19日 ①アドバイザーによる事業説明
②外部講師による講義

「地域包括ケアの方向性と課題」

職員 ２０名

第２回 12月21日 ①アドバイザーによる講義
「食のある地域の拠点づくりに取り組みませんか」

②グループワーク

職員 16名
事業者 15名

第３回 １月19日 ①外部講師による講義
「住み慣れた地域で自分らしい暮らしを～これからの
地域包括ケアシステムの動向について」

②グループワーク

職員 12名
事業者 9名

②勉強会開催状況

③先進地視察
生活支援サービス推進に関わる先駆的な自治体の取組や、住民活動の現場を視察

・H28年5月11日～１２日 神奈川県藤沢市・川崎市 他
・H28年５月３１日～６月1日 群馬県玉村町・高崎市

13



8

４ 事務事業の目的・活動状況【事務事業①】
（Ｂ票）

※新規行政評価対象
生活支援サポーターの養成について、養成後のフォ
ローアップを強化し、サポーターの質の向上につな
げた。

2

2

2

効率性

公平性

協働可能性

項目 評価

妥当性 3

達成度 2

◆事務事業の評価

◆前年度からの改善状況

14

４ 事務事業の評価・今後の方向性【事務事業①】
（Ｂ票）

生活支援サポーターを養成し、ワンコインサービス
の担い手や地域サロン等の運営支援を行った。

生活支援サポーターの活躍の場を更に増やしていく
ことが必要。

改善・見直し

今後は、地域に不足するサービスの創出や関係者間のネット
ワークの構築を強化するため、生活支援コーディネーターを
増員し、生活支援サービス提供主体である多様な関係機関と
地域との情報共有の場（協議体）の運営を行っていく。

◆アピールポイント

◆事務事業の評価に対するコメント

◆ウイークポイント

◆今後の方向性

15



9

５ コスト（Ａ票）

１６，０００千円 ４，２０１千円

委託費

（内訳）

・生活支援コーディネーター設置業務委託

9,000千円

・生活支援体制整備アドバイザー業務委託

7,000千円

◆平成２８年度事業費

◆事業費の主な内訳

◆平成２８年度人件費

16

６ 事業の成果【成果指標①】
（Ａ票）

生活支援サポーターの養成人数

５０人

４８人

生活支援サポーターの養成研修は、１回あた
り１０人程度の受講者としているため、年間２
回開催で２０人の養成を目標とした。

◆事業の成果指標

◆成果指標、目標等の設定理由

◆事業の成果目標

◆事業の成果実績

17



10

７ 環境変化（Ａ票）

・近隣市町の取組状況

○日進市

H28.7 生活支援コーディネーター配置

H28.10 第1層協議体設置

○豊明市

H26年～ 生活支援コーディネーター配置

第1層・第3層協議体設置

○東郷町

H28.10 生活支援コーディネーター配置

H28.6 協議体設置

・事業を取り巻く環境変化

総合事業の開始に伴い、地域に応じた取組内容が求められるように
なった。

◆近隣市町の取組状況や事業を取り巻く環境変化

18

８ 事業の評価（Ａ票）

目標人数としては達成できていないが、サポーターに対
するフォローアップを行い、各サポーター質の向上につ
ながっている。

生活支援サポーターの知識・技術向上と活動場
所の拡充を図る必要がある。

◆事務事業全体を見た課題

◆事業の目標達成状況

19



11

９ 事業の今後（Ａ票）

多様な地域資源を活用しながら、生活支援・
介護予防にかかるサービスの基盤整備を行って
いく。

将来の人口減少・高齢化社会にそなえ、市民
主体の地域の支え合いによる生活支援・介護
サービスが創出される社会を構築する。

◆事業の今後の方向性

◆事業の中長期の目標

20

廃業した喫茶店を借り上げ、ボランティアによる
「憩いの場」として運営。

なないろカフェバンバンは地域の
＊つどい場
＊食事処
＊馴染の顔
＊楽歩のコーヒー
＊困りごとの相談
＊介護予防教室

など多機能なカフェです。
皆さん、ゆったりした時間を過ごしています。

木曜日はバイオリンの生演奏が楽しみ

折り紙教室、編み物教室、体操教室などの
介護予防教室を定期開催しています。

ボランティアの皆さんの笑顔が、
美味しいコーヒー、美味しい料理の
エッセンスです。



62 －

3 7

7 3

－ 2

F2 2

1 2

① ④

② ⑤

③ ⑥

【指標の説明】（指標の設定根拠、数値目標の設定根拠など）

A

B

C

今
後

今後の
方向性

（事業の成果を高めるための事務事業の方向性）

多様な地域資源を活用しながら、生活支援・介護予防にかかるサービスの基盤整備を行う。

中長期の
目標

（いつごろまでに事業をどのような状態にしたいか）

2025年までに、市民主体の地域の支え合いによる生活支援・介護予防サービスが創出される。

評
価

目標達成状況

(成果指標等の目標に対する達成状況や進捗状況など）

目標人数としては達成できなかったが、サポーターに対するフォローアップに力をいれており、サポーター
の質の向上につながっている。

事務事業全体を
見た課題

(構成している事務事業それぞれの評価を踏まえ、全体的な課題を整理)

生活支援サポーターの知識・技術の向上と活動場所の拡充を図る必要がある。

生活支援サポーター養成研修の質を保つためには、１回あたりの受講者数は10人程度であり、年2回の開催としていることから、年間20人の養成人数とした。

環
境
変
化

他市町での取組状況や事
業を取り巻く環境変化

（他市町における同様の取組での特徴的な点、制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

・H28年度中にほとんどの市町において、生活支援コーディネーターを設置している。

成
果
推
移

成果指標 単位

実績
C

目標
実績

50 70
実績 － － 32 48

27年度 28年度 29年度

A 生活支援サポーター養成 人数
目標 － － 30

区分 25年度 26年度

B
目標

4,201

総コスト(A)＋(B) 千円 決算 7,850 20,201

人件費(B) 千円 決算 -

決算 7,850 16,000

28年度 29年度

事業費(A) 千円
予算 8,000 16,000 16,000

コ
ス
ト
推
移

項目 単位 区分 25年度 26年度 27年度

事業を
構成する
事務事業

包括的支援事業（生活支援体制整備等） 改善・見直し

事
業
目
的
等

事業内容

（どのような事業なのか）

・生活支援コーディーネーターを配置し、地域に不足するサービス・支援の創出や、協議体など関係者間のネットワークを
構築する。

事業対象
（誰、何を対象にしているか）

市民

事業意図
（対象をどのような状態にしたいか）

市民主体の地域の支え合い体制づくりにより、介護や生活支援が必要になっても、住み慣れた地域で安心して暮らすことができる。

住民の力を生かした新しい役割分担の仕組みをつくる 大事業 包括的支援事業

その他（関係法令、要綱等） 介護保険法

事業開始の背景、経緯等
平成29年3月から開始された新しい総合事業の一環として、地域の支え合いの体制づくりを推進し、要支
援者等に対する効果的かつ効率的な支援体制を構築する。

施策の進め方 項 包括的支援事業・任意事業費

まちづくり
行程表

フラッグ 「あんしん」～助けがなかったら生きていけない人は全力で守る～ 目 包括的支援事業費

政策分類

基
本
情
報

総合計画

基本方針 人がいきいきとつながるまち 会計 介護保険特別会計

分野別項目 生活支援を必要とする住民の自立を支える 款 地域支援事業費

長久手市行政評価票（A票：事業評価票）
事業番号 事業名 包括的支援事業（生活支援体制整備等） 担当部課 福祉部福祉施策課



事業名

① 款 3 項 2 目 2 大事業 2 中事業 1

1.事務事業の目的 6.評価

2

2

2.コスト推移 2
25 26 27 28 29

年度 年度 年度 年度 年度
予算 8,000 16,000 16,000
決算 7,850 16,000

3.活動推移
25 26 27 28 29

年度 年度 年度 年度 年度
目標 30 50 70
実績 32 48
目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

7.今後の方向性

生活支援サポーター養成 人 【ウイークポイント】
（活動内容で失敗したこと、改善が必要なことなど）

生活支援サポーターの活動の場を増やしていくことが必
要。（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

H29.3　新しい総合事業開始

事業費 千円 （活動内容でアピールしたいこと、良かったことなど）

生活支援サポーターを養成し、ワンコインサービスの担い手や、
サロン等のリーダー育成を行った。

活動指標 単位 区分

（対象をどのような状態にしたいか）

介護や生活支援が必要になっても、市民が住み慣れた地
域で安心して暮らすことができる。

効率性

公平性

協働可能性

項目 単位 区分 【アピールポイント】

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

生活支援コーディネーターを設置し、生活支援サポー
ターの養成や地域に不足するサービスの創出、関係者間
のネットワークの構築を実施している。

項目 評価

妥当性 3

達成度 2

意図

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票）
包括的支援事業（生活支援体制整備等）

番号 事務事業名 包括的支援事業（生活支援体制整備等）

事務事業の期間 事務事業開始年度 平成27年度 終了（予定）年度 －

妥当性

達成度

効率性公平性

協働可

能性

7.今後の方向性

5.前年度からの改善状況 【コメント】
＜参考：前年度の事務事業評価のコメント＞ （改善の方法、今後の具体的展開など）

新規行政評価対象
平成29年度は、地域に不足するサービスの創出や関係者間
のネットワークの構築を強化するため、生活支援コー
ディーネーターを増員し、地域福祉を担う社会福祉協議会
と連携のうえ、生活支援サービス提供主体である多様な関
係機関と地域との情報共有の場（協議体）の運営を行って
いく。

（何をどのような状態に改善したのか）

-

H29.3　新しい総合事業開始

改善・見直し


